
令和７年度用『工芸Ⅱ』教科書 訂正のお願い

令和７年11月

　令和７年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和８年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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この内容についてのお問い合わせ先　編集部直通 03-3389-462319世紀後半
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椅子の変遷に見るものづくり史
同じ機能を持つ工芸品でも、時代によって様々な変容を見せる。椅子の起源は定かではないが、
紀元前3000年頃に始まるエジプト古王国で既に用いられていた。19世紀以降は、材料を加工する技術、
新素材の開発と利用などヨーロッパを中心に数多くのユニークなデザインの椅子が生まれた。
椅子のデザインの変遷をたどりながら、社会の変化とものづくりの関係について考えてみよう。
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為政者や権力者などの特権階級のみに使用が許されていた
椅子は、18世紀後半にイギリスで興った産業革命（技術革新
に伴う産業、経済、社会の大変革）により広く一般に普及した。
産業革命は、近代椅子の出発点と言えるだろう。
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※1：京都市立芸術大学の前身  ※2：石川県立工業高等学校の前身  ※3：東京藝術大学の前身  ※4：富山県立高岡工芸高等学校の前身  ※5：香川県立高松工芸高等学校の前身  ※6：佐賀県立有田工業高等学校の前身

1900

玉
ぎょくざ

座とは、国家の君主
が座る席のこと。背もた
れには王妃がツタンカ 
ーメン王に香油を塗る
場面が描かれ、脚の上
部にはライオンを模すな
ど、様々な豪華な装飾
が施されている。

ツタンカーメンの黄金の玉座
［木製・金箔・銀・

鉛ガラス／高104cm］  
大エジプト博物館蔵

［エジプト］

B.C.1333 - B.C.132401

アメリカのシェーカー教徒に
よってつくられた木製の椅子。
質素な生活から生まれた、簡
素で実用的なデザインが特
徴。近代椅子の発展に大き
な影響を与えた。

シェーカー様式の椅子
（ショールバックサイドチェア）
［木材・コットンキャンバステープ
／高102cm］

Late 18th century03

優雅な曲線美などにレ
ジャンス様式（18世紀の
初期、約30年間のフラ
ンスの美術様式）の特徴
が見られる。ただ、量感
のある脚からは、その前
のルイ14世時代のバロ 
ック様式からの影響が
伺
うかが

える。

1対の背もたれがまっすぐの
肘掛け椅子

［木材・革／高101.1cm］
ルーブル美術館蔵［フランス］

18th century02

曲木の 技法を用いた 椅子。
パーツに分解し、消費地で組
み立てることで配送のコストを
削減。安価で使い勝手が良
いことから、ヨーロッパのカフェ
の定番の椅子になった。

No.14／カフェチェア
［木材／高86cm］
ミヒャエル・ト―ネット

［オーストリア・1796〜1871］
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椅子の変遷に見るものづくり史
同じ機能を持つ工芸品でも、時代によって様々な変容を見せる。椅子の起源は定かではないが、
紀元前3000年頃に始まるエジプト古王国で既に用いられていた。19世紀以降は、材料を加工する技術、
新素材の開発と利用などヨーロッパを中心に数多くのユニークなデザインの椅子が生まれた。
椅子のデザインの変遷をたどりながら、社会の変化とものづくりの関係について考えてみよう。
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為政者や権力者などの特権階級のみに使用が許されていた
椅子は、18世紀後半にイギリスで興った産業革命（技術革新
に伴う産業、経済、社会の大変革）により広く一般に普及した。
産業革命は、近代椅子の出発点と言えるだろう。
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※1：京都市立芸術大学の前身  ※2：石川県立工業高等学校の前身  ※3：東京藝術大学の前身  ※4：富山県立高岡工芸高等学校の前身  ※5：香川県立高松工芸高等学校の前身  ※6：佐賀県立有田工業高等学校の前身

1900

玉
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座とは、国家の君主
が座る席のこと。背もた
れには王妃がツタンカ 
ーメン王に香油を塗る
場面が描かれ、脚の上
部にはライオンを模すな
ど、様々な豪華な装飾
が施されている。

ツタンカーメンの黄金の玉座
［木製・金箔・銀・

鉛ガラス／高104cm］  
大エジプト博物館蔵

［エジプト］

B.C.1333 - B.C.132401

アメリカのシェーカー教徒に
よってつくられた木製の椅子。
質素な生活から生まれた、簡
素で実用的なデザインが特
徴。近代椅子の発展に大き
な影響を与えた。

シェーカー様式の椅子
（ショールバックサイドチェア）
［木材・コットンキャンバステープ
／高102cm］

Late 18th century03

優雅な曲線美などにレ
ジャンス様式（18世紀の
初期、約30年間のフラ
ンスの美術様式）の特徴
が見られる。ただ、量感
のある脚からは、その前
のルイ14世時代のバロ 
ック様式からの影響が
伺
うかが

える。

1対の背もたれがまっすぐの
肘掛け椅子

［木材・革／高101.1cm］
ルーブル美術館蔵［フランス］

18th century02

曲木の 技法を用いた 椅子。
パーツに分解し、消費地で組
み立てることで配送のコストを
削減。安価で使い勝手が良
いことから、ヨーロッパのカフェ
の定番の椅子になった。

No.14／コンシューマー・チェア
［木材・籐

とう

／92.6×42×47cm］
ヴィトラ・デザイン・ミュージアム蔵［ドイツ］
ミヒャエル・ト―ネット

［オーストリア・1796〜1871］
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